













性も示されている（Neal, Sirgy & Uysal, 1999 ;











































zam, Neumann & Reichel, 1978）、観光地に対する
評価から旅行全体の満足度を説明した研究（Ko-


































































































Andreu, 2004）。Neal, Sirgy & Uysal（1999）は、











































































































































































項目 因子 1 因子 2 因子 3 因子 4 因子 5 因子 6 共通性
第 1因子：緊張解消（α＝.82）
日頃の生活を忘れて、思いきり羽根を伸ばしたい .83 .00 .14 −.16 .00 −.04 .63
日常から離れてリフレッシュしたい .75 .06 .01 −.03 .13 −.05 .60
日頃の生活でたまったストレスを解消したい .70 −.14 −.05 .01 .19 −.07 .52
日頃の生活で疲れた心身を癒したい .69 .04 −.15 .09 .01 .02 .51
決まりきった生活から抜け出したい .51 .05 −.01 .28 −.17 .12 .49
第 2因子：文化見聞（α＝.82）
現地の歴史や伝統についてよく知りたい −.03 .85 −.03 −.11 .02 −.01 .67
美術館や博物館で芸術品を見てまわりたい .03 .78 .00 −.02 −.16 −.02 .51
現地の芸能（音楽・演劇・踊り）を見聞きしたい .11 .64 .08 .04 −.02 −.10 .48
有名な遺跡や建築物を見てまわりたい −.05 .58 .01 −.21 .21 .05 .43
現地にしかない植物や動物を見たい −.09 .49 −.10 .15 .28 .01 .47
現地の人たちの暮らしぶりにふれたい −.05 .41 .36 .24 .01 −.02 .60
第 3因子：現地交流（α＝.91）
旅先で出会った人たちと親交を深めたい .02 .08 .88 −.05 −.06 .13 .85
現地の人たちと仲良くなりたい −.03 .00 .86 .07 .00 .00 .79
普段は出会えないような人たちと交流したい −.01 −.05 .85 −.01 .10 −.04 .72
第 4因子：自己拡大（α＝.84）
いつもの自分とは違った新たな一面を発見したい −.11 −.14 −.03 .91 .08 .02 .72
価値観や人生観を変えるきっかけにしたい −.01 −.03 .09 .69 .05 .04 .59
生活に変化を与えるために旅行に行きたい .21 .08 .00 .62 −.23 −.01 .51
普段とは違う環境で新しい経験をしてみたい .06 .07 −.05 .56 .22 −.06 .46
自分が成長できるような経験がしたい −.02 −.16 .43 .49 .00 −.10 .55
第 5因子：自然体感（α＝.79）
スケールの大きな自然を体感したい .10 −.08 .12 −.11 .85 −.01 .71
空気や水の美しさを感じたい .09 .05 −.01 .06 .66 .07 .55
野山を散策して、身近に自然を感じたい −.04 .16 −.08 .20 .59 .05 .56
第 6因子：意外性（α＝.75）
目的地を決めずに流れに身をまかせたい −.07 .07 −.03 .03 −.03 .99 .99
行き当たりばったりの旅行がしたい −.02 −.13 .09 −.04 .14 .71 .55
自分の思うとおり自由気ままに過したい .39 −.03 −.01 −.02 −.04 .42 .36
因子間相関 1 .09 .25 .44 .15 .19
2 .37 .33 .46 .11
3 .60 .29 .35
4 .33 .27
5 .13
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休暇後データの分析
分析には、過去 1年以内に旅行を実施した 267
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項目 因子 1 因子 2 因子 3 因子 4 因子 5 因子 6 因子 7 共通性
第 1因子：自己拡大（α＝.88）
自分自身をみつめなおすことができた .90 .00 .01 .13 −.11 −.06 −.02 .75
自分の生活や生き方について考えることができた .84 .00 −.06 .05 .00 −.04 −.06 .67
精神的に成長することができた .77 .06 .07 −.03 .02 −.09 .02 .60
自分の新たな一面を発見できた .60 −.14 .03 −.15 .16 .10 .15 .57
自分とは異なる価値観や人生観に触れることができた .46 −.01 −.01 .10 .27 .15 −.05 .66
第 2因子：自然満喫（α＝.88）
大自然を満喫することができた .02 .97 −.02 −.01 −.08 .03 −.02 .90
きれいな空気や水を体いっぱいに吸収できた −.02 .92 .09 −.10 .05 −.03 .03 .86
自然を身近に感じることができた −.02 .83 .08 .12 −.10 −.03 .01 .75
そこでしか見られない動植物に出会えた −.01 .46 −.14 .11 .13 .18 −.05 .37
第 3因子：健康回復（α＝.84）
日頃の疲れを癒すことができた −.03 −.03 .91 .04 .13 −.11 −.06 .81
十分に休養することができた −.09 .11 .77 −.02 .26 −.29 .01 .66
気分的にリフレッシュすることができた −.07 −.02 .68 −.12 .03 .20 .19 .62
心にゆとりが生まれた .31 .00 .67 .08 −.19 .03 −.04 .62
面倒なことや心配事を忘れることができた −.03 .06 .53 −.06 −.20 .41 −.07 .41
第 4因子：知識獲得（α＝.86）
訪問先の文化について理解を深めることができた .04 .01 .03 .88 −.08 .10 .03 .83
本物の文化を肌で感じることができた −.01 −.04 .05 .78 −.11 .22 −.05 .63
訪問先の歴史について学ぶことができた −.01 .09 −.16 .74 .14 −.27 .17 .61
いろいろな場所について知識を増やすことができた .22 −.02 .07 .49 .15 −.03 −.02 .53
第 5因子：現地交流（α＝.85）
現地の人たちと仲良くなることができた .02 .04 .04 −.09 .86 −.07 −.03 .66
さまざまな人たちと出会うことができた .04 −.08 .04 .00 .73 .14 −.01 .68
普段の生活では出会えない人と交流できた −.04 −.14 .07 .13 .66 .15 −.03 .61
地元の人々の生活を知ることができた .01 .09 .05 .27 .45 .08 −.05 .53
第 6因子：新奇体験（α＝.77）
その場所でしかできない経験ができた −.17 −.10 .02 .15 .01 .70 −.04 .42
新しいことに挑戦することができた .05 .12 −.11 −.12 .21 .53 .03 .46
単調な生活から抜け出すことができた .11 .05 .05 −.08 −.05 .52 .09 .37
他の人ができないような体験ができた .09 .11 −.15 −.06 .34 .47 −.03 .56
変化に富んだ生活を送ることができた −.05 .05 .04 .08 .25 .42 .12 .46
第 7因子：関係強化（α＝.85）
同行者と今まで以上に仲良くなれた −.14 .00 .01 .09 −.10 .11 .88 .80
同行者と語り合うことができた −.04 −.04 .03 .11 .02 −.07 .85 .70
同行者の新たな一面にふれることができた .29 .05 −.06 −.13 −.01 .00 .66 .58
因子間相関 1 .21 .33 .48 .62 .54 .27
2 .28 .30 .25 .25 .14
3 .21 .21 .22 .29
4 .53 .28 .05
5 .52 .14
6 .38















項目 因子 1 因子 2 因子 3 因子 4 共通性
第 1因子：ポジティブ活性（α＝.82）
陽気な .75 .04 .06 −.08 .53
元気な .73 .04 −.04 −.05 .53
楽しい .70 −.02 −.05 −.12 .49
活気のある .68 −.02 −.10 .19 .59
興奮した .68 −.08 .10 .20 .57
第 2因子：ポジティブ不活性（α＝.88）
のんびりした −.07 .93 .01 .07 .81
ゆったりした .08 .81 .06 −.09 .73
のどかな −.15 .76 −.07 .11 .52
くつろいだ .15 .73 .04 −.10 .62
第 3因子：ネガティブ不活性（α＝.79）
さみしい .07 −.08 .89 −.07 .73
孤独な −.03 −.01 .78 −.05 .60
もの悲しい −.15 .07 .62 .08 .48
せつない .07 .08 .60 .07 .38
第 4因子：ネガティブ活性（α＝.70）
びくびくした −.12 −.07 −.11 .69 .47
驚いた .11 .13 −.03 .62 .36
スリルのある .21 −.02 −.01 .54 .40
不安な −.09 −.02 .22 .48 .34
緊張した −.05 −.07 .21 .41 .30
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The Effects of the Evaluation of
Travel Experiences on Tourist Satisfaction:
From the Viewpoints of Tourism Motives and Past Travel Experiences
ABSTRACT
The study aimed to investigate the differences among the determinants in tourist
satisfaction according to tourism motives and past travel experiences. Hitherto, studies
have focused on the evaluation of tourism resources and tourist facilities on tourist sat-
isfaction. The present study, however, evaluates the travel experiences. A pre-holiday
questionnaire was given to 318 undergraduate students, and a post-holiday question-
naire was given to 298 undergraduate students. (81 corresponding data were used for
analysis of the determinants.) The main results were as follows: (1) Regardless of the
tourism motives and past travel experiences, “health restoration,” “novel experience,”
and “positive arousal” enhanced tourist satisfaction. (2) People with strong tourism mo-
tives, “negative arousal” enhanced tourist satisfaction. (3) Among people with much
past travel experience, “self-contemplation” enhanced tourist satisfaction. On the basis
of these results, we discuss the possibility that traveling provides both temporary and
persistent psychological benefits, and it is these that define tourist satisfaction.
Key Words: tourist satisfaction, evaluation of travel experiences, tourism motives
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